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Attractive rediscovery of Taragi 

　黒肥地神宮ともよばれる王宮神社は「神日本磐余彦尊（かむやまといわれひこの

みこと）」「玉依姫命（たまよりひめのみこと）」「健磐龍命（たけいわたつのみこと）」

「比咩明神（ひめみょうじん）」を祭神としています。 

　８０７年の創建とされ、１２６１年に相良頼氏によって宝殿が作られたように多

良木相良家が代々にわたり手厚い保護をしてきた氏神でした。 

　同神社の楼門は多良木相良７代目の相良頼久によって再建され、寄棟造りの茅葺

の楼門で、屋根は明治４０年に改修されています。青井阿蘇神社の楼門より２００

年ほど古い建築で、室町時代の茅葺楼門の様子を今に伝えています。 

　また、楼門両脇には１７０５年に作られたユニークな顔立ちの仁王像が置かれて

います。 

（本文＝多良木町教育振興課発行「歴史回廊たらぎ」より抜粋）

～多良木の魅力再発見～ vol.11

県指定重要文化財 王宮神社

　昨年から取材をしている子どもたちのイチ

ゴ収穫体験。ことしも楽しみに取材に向かい

ました。この時期のハウスの中は暑く、少し

動いただけで汗がでますが、子どもたちは汗

だくになりながらも気にすることなく夢中で

収穫していました。

今月の表紙

王宮神社楼門の仁王像（阿） 王宮神社楼門の仁王像（吽）
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多良木町議会
議長に村山氏副議長に林田氏 

Taragi Town Topics
川辺武富氏に旭日単光章／合
併６０周年記念ラジオ公開収
録／イチゴの収穫体験　ほか 

区長自治会長に尾方氏 
 
第６５回　郡民体育祭日程 
 
浄化槽・増改築工事費用の
 一部助成のおしらせ 

中山間地等直接支払制度実施
状況の公表 

軽自動車税の税率変更のおしらせ 
 
振り込め詐欺にご注意！ 

保健センターだより 
　「食育」ってなに？

国民年金インフォメーション 

教育委員会だより 
　多良木町就学援助費について　ほか 

集落支援員活動報告　vol.14

男女共同参画実現にむけて 

７月のくらしカレンダー／７月
の在宅医・当番薬局／まちから
出たゴミの量／町長交際費 

Infomation
おしらせ／各課直通電話番号／
交通事故発生状況／人のうごき 

社協だより
いきいきサロンの情報交換会／
善意の灯　ほか 
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議長に村山昇氏 
　　　　副議長に林田俊策氏

村山　昇　議長

 
林田俊策　副議長

　任期満了に伴う多良木町議会議員選挙が、４月２６日に執行され、１２人が当選されました。 

　５月１１日には王宮神社で神事が行われた後、初の議会が開催され、議長に村山昇氏、副議長に林田俊策氏が

選ばれました。 

　引き続き、各委員会の選任、球磨郡公立多良木病院企業団議会議員、人吉球磨広域行政組合議会議員などの選

出などがありました。 

　なお、各委員会委員の構成は下表のとおりです。 

委員会構成一覧表（議席順）

一部事務組合議会等一覧表（議席順）

委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務産業常任委員会 吉瀬浩一郎 魚住　憲一 山中　　馨 源嶋たまみ 𡧃佐　信行 豊永　好人

厚生環境文教常任委員会 中村　正德 髙橋　裕子 村山　　昇 林田　俊策 瀬崎　哲弘 久保田武治

議会運営委員会 中村　正德 吉瀬浩一郎 瀬崎　哲弘 魚住　憲一 髙橋　裕子 源嶋たまみ

議会広報調査対策特別委員会 山中　　馨 髙橋　裕子 林田　俊策 久保田武治 𡧃佐　信行 豊永　好人

所属一部事務組合議会等名 議　員　名

球磨郡公立多良木病院企業団議会 瀬崎　哲弘 吉瀬浩一郎 魚住　憲一 久保田武治 豊永　好人

人吉球磨広域行政組合議会 中村　正德 髙橋　裕子 源嶋たまみ

上 球 磨 消 防 組 合 議 会 山中　　馨 𡧃佐　信行

川辺川土地改良事業連絡協議会 山中　　馨

監 査 委 員 林田　俊策
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合併６０周年記念 NHK ラジオ公開収録 
　

５
月
10
日
に
、
多
良
木
町
合
併

60
周
年
を
記
念
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開
収
録
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局
と
多
良
木
町

の
主
催
で
多
良
木
町
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
開
場
す
る
２
時
間
以

上
前
か
ら
人
が
並
び
は
じ
め
、
町

内
外
や
県
外
か
ら
お
よ
そ
５
０
０

人
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。 

　

青
空
球
児
・
好
児
さ
ん
に
よ
る

漫
才
や
柳
家
さ
ん
喬
さ
ん
の
落
語

な
ど
６
組
が
出
演
さ
れ
、
会
場
は

大
き
な
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。 

　

　

４
月
１
日
に
、
地
方
自
治
の
育

成
発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
川
辺
武
富
氏
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　

川
辺
氏
は
、
昭
和
50
年
か
ら
昭

和
62
年
ま
で
の
３
期
12
年
を
多
良

木
町
議
会
議
員
と
し
て
、
農
業
生

産
体
制
の
基
礎
づ
く
り
な
ど
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
人
吉
球
磨
広
域
事
業
組
合

議
員
や
多
良
木
町
農
業
委
員
会
委

員
な
ど
も
歴
任
さ
れ
、
そ
の
功
績

は
多
良
木
町
の
産
業
の
振
興
、
福

祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

今
回
の
受
章
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

第２回新緑の九州名草展 川辺武富氏が叙勲を受章
　

５
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日

間
、
多
良
木
町
民
体
育
館
に
お
い
て

「
新
緑
の
九
州
名
草
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　

今
回
で
２
回
目
と
な
る
こ
の
展
示

会
は
あ
い
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
た

ら
ぎ
が
招
致
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
会

場
に
は
、
シ
ダ
類
や
野
草
、
盆
栽
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

そ
の
ほ
か
、
同
ク
ラ
ブ
に
よ
る
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
展
示
、

販
売
も
行
わ
れ
て
お
り
、
新
緑
の
季

節
に
ぴ
っ
た
り
の
展
示
会
と
な
り
ま

し
た
。
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５
月
16
日
に
鹿
児
島
県
阿
久
根

市
消
防
団
と
多
良
木
町
消
防
団
と

の
意
見
交
換
会
が
多
良
木
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

阿
久
根
市
と
は
、
簡
易
宿
泊
施
設

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
の
設
置
を
き
っ

か
け
に
交
流
が
始
ま
り
、
県
外
へ

の
災
害
時
応
援
協
定
も
締
結
し
て

い
ま
す
。 

　

意
見
交
換
会
で
は
、
全
国
的
に

珍
し
い
４
カ
町
村
で
組
織
す
る
上

球
磨
消
防
団
連
合
会
の
活
動
内
容

や
、
年
々
減
少
し
て
い
る
消
防
団

員
に
つ
い
て
、
新
入
団
員
を
確
保

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
対
策
な

ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園児たちがイチゴの収穫体験 阿久根市消防団と意見交換
　

５
月
19
日
と
21
日
に
町
立
第
１
保

育
所
、
第
３
保
育
所
の
園
児
た
ち
が

イ
チ
ゴ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

　

那
須
重
実
さ
ん
（
久
米
４
区
）
の

ハ
ウ
ス
で
赤
く
実
っ
た
イ
チ
ゴ
を
、

子
ど
も
た
ち
が
上
手
に
収
穫
を
し
な

が
ら
も
、
摘
み
た
て
の
イ
チ
ゴ
を
口

に
ほ
お
張
る
と
「
あ
ま
い
ね
。
お
い

し
い
ね
」
と
２
つ
３
つ
と
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

　

な
か
に
は
、
自
分
の
背
丈
よ
り
も

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
大
き
な
イ
チ
ゴ

を
収
穫
し
よ
う
と
一
生
懸
命
背
伸
び

を
し
な
が
ら
収
穫
し
よ
う
と
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　

５
月
31
日
に
上
球
磨
消
防
署
で
、

消
防
団
新
入
団
者
を
対
象
と
し
た

教
育
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
、
多
良
木
町
、
湯
前
町
、

水
上
村
、
あ
さ
ぎ
り
町
で
組
織
す

る
上
球
磨
消
防
団
連
合
会
が
主
催

し
た
訓
練
で
、
回
れ
右
な
ど
の
基

本
動
作
や
敬
礼
な
ど
の
規
律
訓
練

と
救
命
処
置
訓
練
、
火
災
を
想
定

し
た
ホ
ー
ス
展
張
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　

訓
練
に
参
加
し
た
新
入
団
員
は

「
ホ
ー
ス
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
す
の
が

む
ず
か
し
い
。
火
災
の
と
き
に
少

し
で
も
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

行政座談会を町内４カ所で開催 消防団新入団者の教育訓練
　

６
月
３
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、

町
内
４
カ
所
に
お
い
て
行
政
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

町
か
ら
の
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
な
ど
の
事
業
説
明
を
行
っ
た

あ
と
、
参
加
さ
れ
た
住
民
か
ら
文
化

財
を
活
用
し
た
事
業
や
鳥
獣
被
害
へ

の
対
策
な
ど
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。 

　

今
回
の
行
政
座
談
会
で
出
さ
れ
ま

し
た
要
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
役
場

全
体
で
情
報
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら

の
町
政
に
反
映
さ
せ
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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区長自治会長に尾方愼二さんが就任
　

５
月
９
日
、
多
良
木
町
区
長
自
治
会
の
平
成
26
年
度
総
会
が
、
交
流

館
石
倉
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
し
い
自
治
会
会
長
に
尾
方
愼
二
さ
ん

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
本
町
と
集
落
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
３
月
31

日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
た
各
区
長
の
皆
さ
ま
へ
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

　

な
お
、
区
長
自
治
会
の
役
員
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た 

　

元
区
長
（
敬
称
略
） 

恒
松
文
男
（
多
６
の
２
） 

豊
永
一
義
（
久
８
） 

濱
本
純
夫
（
多
５
の
２
） 

三
宅
昭
市
（
多
９
の
１
） 

横
瀬
清
正
（
久
４
） 

覀
武
次
郎
（
多
１
の
２
） 

竹
脇
七
郎
（
多
２
の
２
） 

那
須
一
美
（
多
３
の
１
） 

湯
上　

深
（
多
３
の
２
） 

藤
𠩤
盛
臣
（
多
４
の
２
） 

平
川
秀
孝
（
多
７
の
２
） 

尾
方
隆
博
（
多
11
の
１
） 

中
尾
輝
國
（
久
７
） 

落
合
寛
光
（
久
10
） 

黒
木
峰
幸
（
久
12
） 

吉
岡
圣
三
（
黒
２
） 

瀬
河
和
博
（
黒
６
） 

椎
葉　

巖
（
黒
７
） 

𠮷
村
征
也
（
黒
８
） 

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た 

　

元
区
長
（
敬
称
略
）

愛
甲
文
範
（
多
１
の
１
） 

竹
ノ
下
勲
（
多
２
の
１
） 

川
𠩤
睦
生
（
多
４
の
１
） 

押
川
光
男
（
多
10
の
１
） 

髙
田
福
次
（
久
１
） 

斉
藤
哲
男
（
久
２
） 

平
田
國
明
（
久
６
） 

落
合
龍
見
（
久
11
） 

米
原
三
良
（
黒
東
４
） 

平
川
健
一
（
黒
５
） 

宮
鹿
野
保
幸
（
黒
東
９
） 

吉
村　

守
（
黒
西
９
） 

野
田
康
雄
（
黒
10
） 

尾方区長自治会長

多　良　木　地　区 久　米　地　区 黒　肥　地　地　区
行政区 区　長　名 行政区 区　長　名 行政区 区　長　名

１区の１ 橋永　茂利 １区 松下　忠利 １区 池田　三也
１区の２ 山下　　惇 ２区 黒木　修馬 ２区 永井　　明
２区の１ 東　　朝生 ３区 尾方敬次郎 ３区 尾方　愼二
２区の２ 下村　良孝 ４区 森川　幸德 東４区 那須　敏馬
３区の１ 平田　久冨 ５区 井上　義德 西４区 猿渡　忠文
３区の２ 那須　利寛 ６区 大森　重臣 ５区 平野　勇一
４区の１ 関本　典伸 ７区 佐無田　勇 ６区 椎葉　鉄己
４区の２ 尾方　弘二 ８区 中村　德臣 ７区 西山　晴男
５区の１ 梅木　博光 ９区 永石　國治 ８区 新堀　文夫
５区の２ 村田　清治 　区 甲斐　幸保 東９区 中野　繁盛
６区の１ 滿谷　恭享 　区 隅川　勝美 西９区 谷口　照幸
６区の２ 成合　勝博 　区 山口　和幸 １０区 野田　和男
６区の３ 長田　勝幸
７区の１ 下内　　進
７区の２ 松尾聖志郎
８区の１ 田山　久臣
８区の２ 愛瀬　寿英
９区の１ 新堀　英則
９区の２ 林田　　忠
　区の１ 土岐　和夫
　区の２ 善　　敏之
　区の１ 岩崎　止夫
　区の２ 濱田　一德

区長自治会新役員名簿

役
職
名

氏
名
（
敬
称
略
）

会　

長

尾
方　

愼
二

副
会
長

長
田　

勝
幸

〃

田
山　

久
臣

〃

永
石　

國
治

〃

西
山　

晴
男

書
記
会
計

池
田　

三
也

監　

事

滿
谷　

恭
享

〃

林
田　
　

忠

〃

中
村　

德
臣

〃

池
田　

三
也

理　

事

梅
木　

博
光

〃

下
内　
　

進

〃

愛
瀬　

寿
英

〃

善　
　

敏
之

〃

井
上　

義
德

〃

山
口　

和
幸

〃

平
野　

勇
一

〃

猿
渡　

忠
文

10
10
11
11

10
11
12

覀
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第６５回　球磨郡民体育祭 
　第６５回球磨郡民体育祭が５月２０日のゲートボール大会から始まり、５月３１日にはソフトテニス個
人戦、６月６日にはグラウンド・ゴルフが行われました。選手への応援をよろしくお願いします。

種　目 日時（開会式時間） 会　場

軟式野球
　７月４日（土）午前８時３０分 多良木町多目的総合グラウンド

　７月５日（日）午前９時 上総合運動公園野球場

ソフトボール
　７月４日（土）午前９時

あさぎり町免田総合体育センター
　７月５日（日）午前１０時

相撲 　７月４日（土）午後１時３０分 深田高山運動公園相撲場

クレー射撃
　７月４日（土）午前９時

上球磨射撃場（黒肥地）
　７月５日（日）午前９時

ソフトテニス 　７月５日（日）午前８時３０分 村山公園テニスコート（人吉市）

卓球 　７月５日（日）午前８時３０分 錦中学校体育館

バドミントン
　７月５日（日）午前８時３０分

深田高山運動公園体育館
７月１２日（日）午前９時（個人戦）

バレーボール 　７月５日（日）午前９時 相良村総合体育館

バスケットボール 　７月５日（日）午前８時３０分 多良木町民体育館

サッカー 　７月５日（日）午前９時 あさぎり町森園カントリーパーク

柔道 　７月５日（日）午前９時 上総合運動公園武道館

剣道 　７月５日（日）午前９時 山江村体育館

弓道 　７月５日（日）午前８時３０分 多良木町弓道場

銃剣道 　７月５日（日）午前９時３０分 湯前小学校体育館

アーチェリー 　７月５日（日）午前１０時 湯前町民グラウンド

テニス
　７月５日（日）午前８時３０分 深田高山運動公園テニスコート（開・閉会式）

　　　　予備日１２日（日） 多良木町八日原運動公園テニスコート

ボウリング 　７月５日（日）午前９時３０分 人吉スターレーン

四半的弓道 　７月５日（日）午前９時 あさぎり町もみじ館

ゴルフ ７月１１日（土）午前７時３０分 チェリーゴルフ人吉コース（相良村）

水泳 ７月１２日（日）午前９時 湯前町B＆G海洋センター

空手道 ７月１２日（日）午前９時 水上村民体育館

陸上競技 ７月１９日（日）午前８時３０分 多良木町多目的総合グラウンド

お問い合わせ　教育振興課　電話：４２－１２６７
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浄化槽設置費用の一部を助成します
　河川の水質汚濁防止、住みよい環境づくり、きれいな町づくりを目的に浄化槽設置に関する費用の一部を助成しま
す。また、合併処理浄化槽設置に伴い、既設の単独処理浄化槽の撤去が必要になった場合には、その費用についても
一部助成の対象となります。 
　浄化槽の設置を希望される人は下水道係窓口、または多良木町ホームページから申請をダウンロードし、提出して
ください。 
　また、人槽緩和の適用により下記の条件をすべて満たす場合には７人槽を５人槽に変更できます。詳しくはお問い
合わせください。 

【補助の条件】
・平成２８年３月末までに設置を完了できる人　・下水道整備対象区域でないこと（区域については環境整備課まで
おたずねください）。ただし、奥野地区と槻木地区は全地区対象。　・町税などの滞納がないこと。　・リン、または
窒素除去能力を持つ高度処理型の浄化槽を設置すること。　 
その他、諸条件がありますので、事前にお問い合わせください。

人槽区分 補助金額
５人槽 502,000 円

６〜７人槽 541,000 円
８〜１０人槽 636,000 円

合併処理浄化槽を設置する場合
人槽区分 補助金額

５人槽 562,000 円
６〜７人槽 601,000 円

８〜１０人槽 696,000 円

既設の単独処理浄化槽を撤去し
て設置する場合

住宅の延べ面積 ２００㎡以下

台所および浴槽の数 台所：１ヵ所以下　浴槽：１ヵ所以下

居住人員 現在：５人以下　将来：５人以下

使用水量見込み １，０００ℓ／戸・日以下

人槽緩和の適用条件
（※適用を受けるには、別途申請が必要となります）

増改築工事費用の一部を助成します
　町民の生活環境の向上、町内産業の活性化および雇用の創出を目的に、住宅の増改築工事費用の一部を助成します。 
　希望する人は、環境整備課下水道係窓口、または町ホームページから申請書をお取り寄せになって提出していただ
きますようお願いします。 

【補助の条件】
　補助対象者の持ち家で、住むことを目的として多良木町内にある住宅や店舗、およびこれに付属する施設。集合住
宅の場合は、占有部分のみ。または、併用住宅の場合は、自分の居住部分が対象で工事経費が１０万円以上で、下記
の（１）から（６）の工事を対象とします。 

（１）住宅などの修繕、補修、改築、増築のための工事　（２）壁紙の張替え、屋根、外壁の塗り替えなど住宅の模様
替えのための工事など 

（３）住宅などに付属し、かつ補助事業者などの所有する土地における自家用駐車場の設置、修繕、または補修のため
の工事 

（４）住宅への防犯用設備もしくはフェンスの設置など防犯機能の付加または強化のための工事 
（５）太陽光発電などの CO2 削減につながる工事　（６）下水道接続に関する工事 
※（６）下水道接続に関する工事に限り、次の場合にも補助の対象とします。また、過去に住宅リフォーム補助金を
受けたことがあった場合にも、再度補助金を受けることが出来ます。

①店舗、事務所または賃貸住宅の下水道への接続　②町内外と問わず、多良木町下水道排水設備指定工事店の登録を行って
いる事業所を利用する場合　③工事経費が１０万円に満たない場合　④過去に住宅リフォーム補助金を受けたことがある場
合（ただし、過去に住宅リフォーム補助金を受けたことがある場合には、下水道接続工事に係る部分のみを対象とします。）

【補助金の額】
１　補助対象工事が（１）から（５）の場合：補助対象工事費の 20％（千円未満切捨て）。ただし補助上限額２０万円 
２　補助対象工事が（６）の場合：下記表のとおり 

補助金
交付実績

排水設備
指定工務店 対　象　工　事　費 補　助　金　額

なし
町内

町外

あり 町内
町外

【お問い合わせ】　環境整備課　電話：４２－１２５９

トイレなどからの下水を排除するための排水設備の
新設、改造などにかかる費用。また、住宅リフォー
ム補助金の対象となる工事を同時に行う場合には、
その対象工事費を合計した額

トイレなどからの下水を排除するための排水設備の
新設、改造などにかかる費用

①補助金の額は、補助対象工事に要する経費の２０％に相当
する額。
２０万円を超えるときは、２０万円とする。または、補助金
算定額が４万円未満の場合には、４万円

４万円

４万円

上記①と同額
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平 成 26 年 度 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 実 施 状 況 の 公 表
　平成１２年度より農地の維持・保全を目的とした中山間地域等直接支払制度が多良木町でも実施され、平成
２２年度からは第３期目として実施されています。
　集落協定などを結ばれた皆さん、協定書に従い積極的に活動を行いましょう。
　※平成 26 年度の取り組みを次のとおり公表します。

お問い合わせ　農林課　電話：４２－１２５２

　中山間地域（山間部や、平地と山間地の間の地域）の農業・農村は流域の上流部に位置することから、水源か
ん養機能、洪水防止機能などの多面的機能を有しており、これによって、下流域の都市住民を含む国民の生命・
財産と豊かな暮らしが守られています。
　しかしながら、中山間地域では高齢化が進展する中で平地に比べ自然的・経済的・社会的条件が不利であるこ
とから、担い手の減少、耕作放棄の増加などにより、多面的機能が低下し、国民全体にとって大きな経済的損失
が生じることが懸念されています。
　このため、耕作放棄地の増加などにより多面的機能の低下が懸念されている中山間地域において、農業生産の
維持を通じて、多面的機能を確保するために、直接支払制度が実施されています。

中山間地域等直接支払制度の概要

番号 集落 田 畑 交付金額
合計（円）面積 (㎡ ) 金額 ( 円 ) 面積 (㎡ ) 金額 ( 円 )

１ 多良木１区の１ 475,406 3,810,853 0 0 3,810,853 １０割 適
２ 多良木１区の２ 438,941 3,511,528 0 0 3,511,528 １０割 適
３ 多良木２区の1 587,081 4,699,144 0 0 4,699,144 １０割 適
４ 多良木２区の２ 478,082 3,824,656 0 0 3,824,656 １０割 適
５ 迫田・新村 196,478 1,571,824 0 0 1,571,824 １０割 適
６ 多良木８区の１ 142,311 1,138,488 0 0 1,138,488 １０割 適
７ 多良木１０区の１ 64,418 515,344 0 0 515,344 １０割 適
８ 多良木１０区の２ 159,812 2,272,268 35,124 315,405 2,587,673 １０割 適
９ 多良木１１区の１ 17,864 375,144 0 0 375,144 １０割 適
10 多良木１１区の２ 98,958 2,027,145 0 0 2,027,145 １０割 適
11 大久保中山間地域 157,043 2,611,243 4,071 14,248 2,625,491 １０割 適
12 黒肥地５区 517,297 5,316,943 28,384 99,344 5,416,287 １０割 適
13 黒肥地６区 240,602 2,991,401 76,625 466,731 3,458,132 １０割 適
14 黒肥地６区八城迫 0 0 74,837 261,929 261,929 １０割 適
15 黒肥地６区中広木原 0 0 187,116 2,151,834 2,151,834 １０割 適
16 黒肥地７区 71,811 671,156 0 0 671,156 １０割 適
17 黒肥地８区 342,574 4,565,818 19,763 69,170 4,634,988 １０割 適
18 黒肥地東９区 325,234 3,718,351 0 0 3,718,351 １０割 適
19 黒肥地西９区 223,988 2,233,761 34,407 120,424 2,354,185 １０割 適
20 黒肥地１０区 413,919 8,080,519 2,092 7,322 8,087,841 １０割 適
21 久米１区 388,612 3,460,091 0 0 3,460,091 １０割 適
22 久米２区 454,488 4,171,725 0 0 4,171,725 １０割 適
23 久米 3区 510,005 4,088,360 0 0 4,088,360 １０割 適
24 久米４区 444,572 3,556,576 0 0 3,556,576 １０割 適
25 久米５区（今村） 235,880 1,887,040 0 0 1,887,040 １０割 適
26 久米６区 541,081 4,328,648 0 0 4,328,648 １０割 適
27 久米７区 387,195 3,413,005 0 0 3,413,005 １０割 適
28 久米８区 299,020 2,614,759 0 0 2,614,759 １０割 適
29 久米 9区 255,098 2,040,784 0 0 2,040,784 １０割 適
30 槻木１１区クズノ久保 0 0 110,200 1,267,300 1,267,300 １０割 適

合　計 8,467,770 83,496,574 572,619 4,773,707 88,270,281

農業生産活動
等として取り
組むべき事項

農業生産活動
等の体制整備
として取り組
むべき事項
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軽自動車税 の税率変更のおしらせ

　平成２７年度分から適用することとされている原動機付自転車および二輪車などに係る税率につ
いて、適用開始が１年延期され、平成２８年度分から適用されます。

改正の内容

二
輪
車
等
の
税
率
引
上
げ
の
延
期

原動機付自転車

軽自動車および小型特殊自動車

車種区分 現行税率
平成 27 年度まで

新税率
平成 28 年度から

５０ｃｃ以下
５０ｃｃ超９０ｃｃ以下

９０ｃｃ超１２５ｃｃ以下
ミニカー

１，０００円
１，２００円
１，６００円
２，５００円

２，０００円
２，０００円
２，４００円
３，７００円

軽二輪（１２５ｃｃ超２５０ｃｃ以下）
三輪

２，４００円
３，１００円

３，６００円
３，９００円

営業用
自家用
営業用
自家用

四輪以上

乗用

貨物用

５，５００円
７，２００円
３，０００円
４，０００円

６，９００円
１０，８００円

３，８００円
５，０００円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの

その他
１，６００円
４，７００円
４，０００円

２，４００円
５，９００円
６，０００円二輪の小型自動車（２５０ｃｃ超）

　平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに新規取得した四輪以上および三輪の軽自動車（新車に限る）
で、排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さなものについて、取得をした日の属する年度の翌年度分

（平成２８年度分）の税率を軽減する特例措置（いわゆる「軽自動車税のグリーン化特例（軽課）」）が適用されます。

車種区分 標準税率 軽課
２５％軽減 ５０％軽減 ７５％軽減

軽
四
輪
車
等
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
の
導
入

三輪 １，０００円
１，８００円
２，７００円
１，０００円
１，３００円

２，０００円
３，５００円
５，４００円
１，９００円
２，５００円

３，０００円
５，２００円
８，１００円
２，９００円
３，８００円

３，９００円
６，９００円

１０，８００円
３，８００円
５，０００円

四
輪
以
上

営業用
自家用
営業用
自家用

乗用

貨物用

軽自動車

・ 乗 用 は 平 成 ３ ２
年度燃費基準達成
車

・ 貨 物 用 は 平 成
２７年度燃費基準
＋１５％達成車

・ 乗 用 は 平 成 ３ ２
年 度 燃 費 基 準 ＋
２０％達成車

・ 貨 物 用 は 平 成
２７年度燃費基準
＋３５％達成車

電気軽自動車およ
び天然ガス軽自動
車

｝１年延期
｝28

年
度
か
ら

（
※
）

28

｝１年延期
（※）平成２７年４月１日以降、新車取得分から新税率となります。

　このことにより、すべての軽自動車税が平成２８年度から新税率に変更になります。ただし、平成２７年３月
３１日以前に取得された四輪以上および三輪の軽自動車は現行税率のままとなり、変更はありません。
　また、四輪以上および三輪の軽自動車（電気軽自動車などを除く）が新車として新規登録されてから１３年を経
過した車は新税率の約２０％の増税（重課）となります。

【お問い合わせ】　税務課　電話：４２－１２５４
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保健センタ—だより保健センタ—だより

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

「
食
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題

　

生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
・

徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知

識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

間
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

食育ってなに？
～毎年６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」です～

要
で
す
が
、
生
涯
に
わ
た
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
食
育
と
と
も
に
、
食
育
の
主
役

は
皆
さ
ん
一
人
一
人
で
す
。

　

多
良
木
町
で
は
、
平
成
７
年
に
地
域
の
食

生
活
の
改
善
を
推
進
す
る
「
多
良
木
町
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

（
現
在
会
員
数
27
人
） 

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
や
学
校
、
町
の
健

康
診
断
や
料
理
教
室
な
ど
で
、
食
生
活
の
改

善
や
食
文
化
の
継
承
な
ど
、
食
を
通
し
た
健

康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
の
欠
如 

②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
や
不
規
則

　

な
食
事
の
増
加 

③
肥
満
や
生
活
習
慣
病
（
が
ん
、
糖
尿
病
な

　

ど
）
の
増
加 

④
過
度
の
痩
身
思
考 

⑤
「
食
」
安
全
上
の
問
題
の
発
生 

⑥
「
食
」
の
海
外
へ
の
依
存 

⑦
伝
統
あ
る
食
文
化
の
喪
失 

（
内
閣
府　

政
策
統
括
官
Ｈ
Ｐ
よ
り
） 

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
食
生
活
の
改
善
の
面

か
ら
も
「
食
」
の
安
全
確
保
の
面
か
ら
も
、

自
ら
「
食
」
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

人
格
形
成
期
に
あ
る
子
ど
も
の
食
育
は
重

各
団
体
・
地
域
な
ど
で

食
育
推
進
の
た
め
の
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

・
家
庭
や
学
校
、
保
育
所
な
ど
に
お
け
る
食
育

・
地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
の
取
り
組
み

・
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
促
進

・
食
文
化
継
承
の
た
め
の
活
動
支
援

な
ど

活
動
を
続
け
て
　
年
20

高血圧食の事前演習の様子

【お問い合わせ】　保健センター　電話：４２－１１００

健
康
は

　

日
々
の
食
事
の

　
　
　
　

積
み
重
ね
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国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

　平成２７年４月分から平成２８年３月分までの国民年金保険料は、月額１５，５９０円で
す。保険料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納
めることができます。また、クレジットカードによる納付やインターネットなどを利用して
の納付、そして便利でお得な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない人に対して、電話、
書面、面談により早期に納めていただくよう案内を行っております。

　未納のまま放置されると、納付を督促する文書（督促状）を送付し、指定された期限まで
に納付が無い場合は、延滞金を課すだけでなく、※納付義務のある人の財産を差し押さえる
ことがありますので、早めの納付をお願いします。

　経済的な理由などで保険料の納付が困難な場合は、保険料の納付が免除される制度や猶予
される制度がありますので、国民年金窓口または、八代年金事務所へご相談するようお願い
します。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。

国民年金保険料免除などの申請について

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基
礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免
除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年者（３０歳未満）納付猶予制度」がありますの
で、住民登録をしている市区役所または町村役場の国民年金担当窓口で手続きをしてくださ
い。申請書は窓口に備え付けてあります。

　平成２７年度の免除などの受付は平成２７年７月１日から開始され、平成２７年７月分か
ら平成２８年６月分までの期間を対象として審査を行います。
　また、平成２６年４月から法律が改正されて、２年１カ月前の月分まで遡及して免除申請
をすることができるようになりました。
　失業などにより保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた
ために未納期間を有している人などは、一度、国民年金窓口または年金事務所へご相談くだ
さい。

【お問い合わせ先】　
多良木町役場　健康・保険課　保険年金係　電話：４２－１２５５
八代年金事務所　電話：０９６５－３５－６１２３
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６月は「心のきずなを深める月間」

教科書展示会のご案内 多良木町中央公民館 
図書室からのお知らせ

『くまさんおはなし会』

 日時：6 月 21 日（日） 

 　　　　午前 10 時～ 11 時 

 場所：多良木町多目的研修センター 

　 　　中会議室 

 内容：読み聞かせ他 

多良木町就学援助費について

　熊本県教育委員会では、毎年６月を「心のきずなを深める月間～いじめを許さない学校・学級を目指して～」と定め、学校・
家庭・地域が互いの役割と責任を自覚し、相互に補完し合いながら、地域ぐるみでいじめを許さない学校・学級づくりに向
けて取り組む気運を高め、子どもたちに豊かな人間性や社会性を育む取組の充実を図るなど、いじめの未然防止に重点を置
いた総合的な対策を継続して推進しています。 
　学校・家庭・地域でできること考え、みんなでいじめをなくし、明るい社会をつくりましょう！ 
○　家族の触れ合いの中で子どもが自分の思いを出せる機会を持てるようにしましょう 
○　子ども自身の自尊感情や自己有用感を高めるような日常の言葉かけを行いましょう 
○　家族そろって地域活動に参加しましょう 
○　地域の活動の中に、子どもが協力しながら主体的に取り組む場をつくりましょう 
○　「あいあいスポーツクラブたらぎ」に加入し、地域の方々との交流を推進しましょう 
＜平成 27 年度多良木町教育委員会の取組＞ 
　今年度は、図書室に「心のきずなを深める月間」のテーマに沿った　コーナーを設置します。 
　是非、お立ち寄りいただき、関係図書を読んでください。

　小学校では平成 27 年度、中学校では平成 24 年度から使用する教科書が採択され
ております。 
　教育委員会では、現在使用されている教科書だけでなく、他の教科書も展示する
ことで、保護者や地域の方々のご意見をお聞きし、今後の教科書採択の参考にさせ
ていただきたいと思います。 
　つきましては、下記により「教科書展示会」が開催されますので、閲覧をいただき、
ご意見をお寄せください。 
　多数の方々のご来場をお待ちしております。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記 
　１　展示期間　　平成 27 年 6 月 19 日（金）～平成 27 年 7 月 2 日（木） 
　２　展示会場　　多良木町多目的研修センターロビー 
　３　閲覧時間　　午前 9 時～午後 5 時 

　４月の広報でお知らせしたところですが、再度お知らせします。 
　この制度は、経済的な理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に対し必要な援助を行い、義務教育の円滑な
実施に資することを目的としています。
　対象者は、多良木町に住所を有し、多良木町立の小学校、中学校に在籍している児童・生徒の保護者で、本人の申請書及
び学校長の意見並びに民生児童委員の意見、同居家族の所得状況を参考にしながら教育委員会が認定の可否を決定します。
　なお、前年の所得の状況により認定費目を決定します。
≪認定基準≫
　　次の項目のいずれかに該当する場合、認定の対象となります。
　　１　生活保護が廃止又は停止になった。
　　２　町民税が課税されていない。
　　３　町民税の減免を受けている。
　　４　事業税の減免を受けている。
　　５　固定資産税の減免を受けている。
　　６　国民年金の掛金の減免を受けている。
　　７　国民健康保険料の減免又は徴収の猶予を受けている。
　　８　児童扶養手当の支給を受けている。
　　９　世帯更生貸付補助金による貸付を受けている。
　１０　保護者が、職業安定所登録日雇労働者である。
　１１　保護者の職業が不安定で生活が困難である。
　１２　経済的理由により欠席日数が多い。

≪援助費目≫
　①学用品費
　②新入学用品費　
　③学校給食費
　④修学旅行費　

≪申請方法≫
　申請用紙は、各学校に備
　え付けてありますので、 
　在籍する学校に申し出て
　ください。

【問い合わせ先】　詳しいことがお知りになりたい方は、  
    　　　　　　  教育委員会　教育振興課　学校教育係   ４２－１２６６（直通）
　　　　　　　　までお問い合わせください。
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集落支援員　活動報告

　多良木町の皆さまこんにちは。集落支援員の上治です。槻木の皆さんとコミュ
ニケーションをとりながら、地区の維持・活性化に向けて福祉による地域づく
りや槻木の魅力発信などできるよう、町と取り組んでいきます。

ごあいさつ

平成 27 年 6 月号　ＮＯ．14

「槻木アンテナショップ」
　4 月 18 日、福岡市博多吉塚商店街にて槻木アンテナショップを行いました。
今年度より店舗の場所が変わりました。商品は、たけのこ、わらび、せりなど
春の山菜が多く並びました。たけのこはすぐに売り切れました。4 人のお客さ
まから商品の予約を頂きました。

「旧下槻木小に石碑」
　4 月 11 日、旧下槻木小にて徳永康起先生を顕彰する石碑の除幕式がありま
した。先生は昭和 8 年に最初の赴任地として下槻木分校で勤務されました。昭
和 40 年、槻木に再訪問された時の思い出を個人誌に「斯くの如き山間部には、
一人学級と雖も学校を維持すべし」と記されたそうです。昨年春の槻木小再開
校が、建立のきっかけとなり、全国から集まった教え子の皆さんと下槻木の皆
さんと交流することができました。

「御大師さん祭りに出店」
　5 月 9 日、御大師さん祭りにて槻木アンテナショップを行いました。役員の
人から賑わせの 1 つとして出店を依頼されたことがきっかけでした。小林市須
木からも商品を預り販売しました。昨年度の槻木小学校の取り組みの紹介や、
5 月 15 日に予定している自由参観日の告知も行いました。児童は販売活動を
通じて、足し引き算をがんばりました。

活動報告（平成 27 年 4 月中旬～下旬）

「ハートの葉っぱ」
ご覧下さい、その名の通りの葉です。草とりをしていた人が娘にプレゼントし
て下さいました。草がのびて大変な時期ですが、ちょっと角度をかえて見ると
いろいろな形が見えて、楽しくなりませんか。

槻木あっ！チラッこちら　～このコーナーは、槻木のあちこちを紹介致します～

6 月下旬からの主なスケジュール
6 月 23 日　ますますがんばろう会（遠隔操作の健康相談も兼ねる）
6 月 27 日　吉塚商店街

集落支援員とは？
　総務省が平成 20 年から進めている事業で、多良木町では「町内における人口減少および高齢化が著し
い地域において、町外の人材を活用し、地域の活性化に必要な施策を推進し、過疎地域などへの定住や産
業振興など集落対策に従事する人」を集落支援員としています。



　広報たらぎ 2015.6　　16

“地域力×女性力＝無限大の未来”（平成２７年度男女共同参画週間キャッチフレーズ） 

６月２３日から２９日までは男女共同参画週間です！

男女共同参画社会実現のために



町内リサイクル
・赤坂・里の城
・黒肥地公民館

町内リサイクル
・久米公民館
・武道館　　

保…保健センター

火
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4
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日 月 水 木 金 土

図書館休館日

図書館休館日

えびすの湯休館日
図書館休館日

海の日

保 

期　日 　　　　　休日在宅医【７月分】 電　話 休日当番医薬局【７月分】

 5 日  ㈰

渡辺医院　多良木町 ４２−２５４１ ・多良木いちご薬局（４２−６８８８）
・山口薬局（４２−２１２３）
・くま薬局（３５−１３００）

　
　

清 

風 

薬 

局 

サ 

ン 

ロ 

ー 

ド 

免 

田 

店 

　
　
　
　
　
（ 

４ 

９ ―
 

９ 

６ 

０ 

０ 

）

ほづみ皮膚科医院　錦町 ２６−５３００
公立多良木病院小児科　多良木町 ４２−２５６０

12 日  ㈰

横山医院　多良木町 ４２−２１３２

・エスエス堂きりん本町薬局（４５−６３３０）小川整形外科医院　錦町 ３８−３４５５
やまむら医院　あさぎり町 ４５−０００５

19 日  ㈰

仁田畑クリニック　多良木町 ４２−１１２３
・ひご薬局多良木店（４９−１０１１）

・百太郎薬局（２８−８１２３）
脳神経外科小林クリニック　錦町 ３８−５６７０
人吉医療センター小児科　人吉市 ２２−２１９１

20 日  ㈪

井口医院　多良木町 ４２−５５７０
・たらぎ調剤薬局（４３−０２２１）

・くるみ薬局（４９−９６３０）
たかの眼科　あさぎり町 ４７−２５５０
たかはし小児科内科医院　人吉市 ２４−２２２２

26 日  ㈰

東病院　あさぎり町 ４５−５７１１
・岡原けんこう堂薬局（４５−６０２３）

・きりん薬局岡原店（４５−１２８０）
増田耳鼻咽喉科クリニック　あさぎり町 ４５−８００１
増田クリニック小児科　人吉市 ２２−３５７０

保
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26 27 28 29 30 31

１歳２カ月児育児相談
６カ月児健診

３歳育児相談

保 ３カ月児健診

保 ４歳児健診

図書館休館日

保 １歳児歯科検診
１歳６カ月児健診

のくらしカレンダー

保 あすなろ会

保 あすなろ会

図書館休館日

保 男性料理教室

多良木町から出たゴミの量（５月分）です！！

可燃ゴミ 不燃ゴミ
平成 27 年５月分 144,970kg 9,040kg

平成 27 年度累計（Ｈ 27. ４月～Ｈ 27. ５月）（Ａ） 292,390kg 17,080kg

前年度の５月までの累計（Ｂ） 283,570kg 20,330kg

（Ａ）ー（Ｂ） 8,820kg △ 3,250kg

多良木町の人吉球磨クリーン
プラザへのゴミ搬入状況

今後とも、ゴミの分別・リサイクルの推進にご協力をお願いします。

「１・１・１００運動」にご協力を！
ー１日・１家庭・１００グラムのゴミ減量ー

町長交際費の支出状況（Ｈ27.5.1〜5.31）

№ 件名 金額 支払先

１ 研修先御礼用焼酎代 15,600 円 （有）那須酒造場

２ 第２回九州名草展町長賞（メロン） 3,000 円 多良木町物産館利用組合

３ 研修先御礼用焼酎代 13,968 円 西間庭酒店

４ 東海、京都熊本県人会総会時特産品提供 16,224 円 有限会社 みなみ

５ グラウンドゴルフ郡体団結式時御樽 2,700 円 田村酒店

６ 町長用名刺 2,700 円 （有）三協印刷

７ 湯前町八勝寺阿弥陀堂落成式御樽 3,823 円 房の露（株）

８ 総務課職員逝去時生花代 15,000 円 岩奥生花店
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あ
る

も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り
固

定
し
ま
し
ょ
う
。 

・
ふ
だ
ん
か
ら
分
電
盤
の
位
置
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

停
電
時
に
必
要
な
も
の
（
例
） 

□
携
帯
ラ
ジ
オ　

□
懐
中
電
灯 

□
飲
料
水　

□
乾
電
池 

□
携
帯
電
話
の
充
電
器（
電
池
式
） 

□
た
め
水
（
生
活
用
水
） 

【
台
風
時
停
電
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
】

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
電
話
が

つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
台
風
な
ど
の
非
常
災
害
時
の

停
電
情
報
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

・
携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　

http://kyuden.jp

・
パ
ソ
コ
ン
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　

http://www.kyuden.co.jp

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の 

ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て 

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、

発
症
す
る
と
死
亡
率
が
非
常
に
高
い

病
気
で
す
。
こ
の
病
気
は
感
染
し
た

コ
イ
と
の
接
触
や
育
成
す
る
水
を
介

し
て
感
染
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
水

温
22
～
27
度
で
死
亡
率
が
最
大
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
イ
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

・
川
や
湖
、
釣
堀
な
ど
で
釣
っ
た
コ
イ

を
ほ
か
の
川
や
湖
、
池
な
ど
に
放
す

こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。 

・
飼
っ
て
い
る
コ
イ
や
死
ん
だ
コ
イ
を

川
や
湖
、
池
な
ど
に
放
し
た
り
捨
て

た
り
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

熊
本
県
農
林
水
産
部　

環
境
養
殖
班 

　
　

電
話
：
０
９
６-

３
３
３-

２
４
５
５

多良木町合併６０周年記念２０％プレミアム付き

地域消費喚起商品券を販売します！

【販 売  開 始】　 平成２７年７月５日（日） 
　　　　　　　　　※７月６日以降は月曜日から金曜日までの祝日を除く業務日。 
　　　　　　　　　　売り切れ次第終了。 

【販 売  時 間】　 午前９時から午後５時まで 
【販 売  場 所】　 多良木町商工会館 
【販     売    額】　１億円（１０，０００セット） 
【購入限度額】　１世帯５万円（５セット）まで 

１セット１２，０００円分の商品券を１０，０００円（６, ０００円分の商品券を
５, ０００円でも販売できます）で販売します。有効期限は平成２７年１１月３０
日まで。有効期限後は、無効となりますので期限内にご利用ください。 
商品券は町内の商工会員の店でご利用いただけます。 
※多くの人にご購入いただくために、他人名義での不正な購入は固くお断りします。

お問い合わせ　多良木町商工会　４２－２５２５
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Information
知
的
障
が
い
者 

巡
回
相
談
の
お
し
ら
せ

【
日
程
】

　

平
成
27
年
７
月
28
日
（
火
） 

【
場
所
】

　

球
磨
地
域
振
興
局 

【
実
施
内
容
】

・
療
育
手
帳
の
新
規
判
定
・
再
判
定 

・
知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
総
合
的
な

相
談
（
い
ず
れ
も
18
歳
以
上
） 

【
申
込
方
法
】

　

６
月
24
日
（
水
）
ま
で
に
町
民
福

祉
課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
留
意
事
項
】

・
知
的
障
が
い
児
の
巡
回
相
談
に
つ
い

て
は
今
回
の
巡
回
相
談
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。 

・
面
接
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

多
良
木
町
役
場
町
民
福
祉
課 

　
　

電
話
：
42-

１
２
５
６

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
の 

お
し
ら
せ

【
日
時
】

　

平
成
27
年
８
月
４
日
（
火
） 

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で 

【
場
所
】

　

東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等
学

校 【
試
験
の
種
類
】
試
験
は
次
の
種
類
に

分
け
て
実
施
し
、
受
験
者
は
そ
の
う

ち
１
種
類
を
選
択
す
る
。 

①
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験 

②
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試

験 ③
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験 

【
受
験
手
続
な
ど
】

　

受
験
願
書
は
人
吉
保
健
所
で
配
布

す
る
ほ
か
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

【
受
付
期
間
】

　

平
成
27
年
６
月
８
日
（
月
）
か
ら

６
月
19
日（
金
）ま
で
。
郵
送
の
場
合
、

当
日
消
印
有
効
。 

【
そ
の
他
】

　

試
験
方
法
や
範
囲
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

人
吉
保
健
所 

　
　

電
話
：
22-

３
１
０
７

第
１
回
・
第
２
回
消
防
設
備
士 

試
験
の
お
し
ら
せ

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
願
書
な
ど
の
配
置
場
所
】

　

受
験
願
書
・
試
験
案
内
な
ど
は
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、

熊
本
市
消
防
局
・
県
下
消
防
本
部
お

よ
び
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務

局
消
防
保
安
課
に
７
月
１
日
（
水
）

以
降
に
配
置
し
ま
す
。 

　

詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー 

　
　

熊
本
県
支
部 

　
　

電
話
：
０
９
６-

３
６
４-

５
０
０
５

試験種類 試験日 願書受付期間 試験地

甲種全類
第１回

平成２７年９月６日（日）
書面申請

平成２７年７月２１日（火）

　　　　　　〜３０日（木）

熊本市

乙種全類
第２回

平成２７年９月１３日（日）
電子申請

平成２７年７月１８日（土）

　　　　　　〜２７日（月）

試験日・願書受付期間など
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心
配
ご
と
・ 

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

　

人
吉
球
磨
地
域
に
お
住
ま
い
の
す

べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
弁
護
士
、

司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
良
木
町
で
は
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。 

　

借
金
問
題
・
相
続
・
土
地
家
屋
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
ぜ
ひ
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】

　

平
成
27
年
７
月
16
日
（
木
） 

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時 

【
場
所
】

　

多
良
木
町
消
費
者
相
談
窓
口 

　
（
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
１
階
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

多
良
木
町
消
費
者
相
談
窓
口 

　

電
話
：
42-

１
２
６
８

き
、
こ
と
し
も
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。 

　

各
ス
ポ
ッ
ト
で
ス
タ
ン
プ
を
応
募

用
紙
の
指
定
の
欄
に
押
し
て
、
縦
・
横
・

斜
め
の
ビ
ン
ゴ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

　

ビ
ン
ゴ
の
数
に
応
じ
た
商
品
を
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

【
開
催
期
間
】

　

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
11
月
30
日 

【
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
】

　

後
日
、
回
覧
な
ど
で
お
し
ら
せ
し

ま
す
。 

【
景
品
】

○
１
等
（
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
） 

１
万
円
相
当
の
特
産
品　

５ 

人 

○
２
等
（
３
ビ
ン
ゴ
） 

５
千
円
相
当
の
特
産
品　

10
人 

○
３
等
（
２
ビ
ン
ゴ
） 

３
千
円
相
当
の
特
産
品　

20
人 

○
４
等
（
１
ビ
ン
ゴ
） 

千
５
百
円
相
当
の
特
産
品　

50
人 

【
応
募
方
法
】

　

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
応
募
用
紙
を

役
場
企
画
観
光
課
へ
送
る
か
、
ブ
ル
ー

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

企
画
観
光
課 

　
　

電
話
：
42-

１
２
５
７

金
婚
夫
婦
表
彰
の　

 

申
し
込
み
に
つ
い
て

ト
レ
イ
ン
た
ら
ぎ
内
に
設
置
す
る
回

収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】

平
成
27
年
12
月
28
日
（
月
）

消
印
有
効

50
年
に
な
る
夫
婦
。
な
お
、
昭
和
40

年
に
結
婚
後
、
再
婚
さ
れ
た
人
は
該

当
し
ま
せ
ん
。 

　

ま
た
、
昭
和
40
年
以
前
に
結
婚
し

て
い
て
ま
だ
金
婚
夫
婦
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
人
も
お
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
・
保
険
課　

高
齢
者
支
援
係 

　

電
話
：
42-

１
２
５
５

た
ら
ぎ
文
化
財
カ
ル
タ 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催 

　

昨
年
開
催
し
た
た
ら
ぎ
文
化
財
カ

ル
タ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
好
評
に
つ

　

こ
と
し
も
金
婚
夫
婦
表
彰
を
行
い

ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
に

お
い
て
は
、
７
月
17
日
（
金
）
ま
で

に
健
康
・
保
険
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

　

申
込
書
は
同
課
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
申
し
込
み
は
代
理
の
人

で
も
可
能
で
す
が
、
で
き
る
限
り
ご

本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
表
彰
該
当
者
】

　

昭
和
40
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
結
婚
し
、
こ
と
し
で

廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止
の 

お
ね
が
い

　

一
般
社
団
法
人
熊
本
県
産
業
廃
棄

物
協
会
で
は
、
地
域
の
環
境
保
全
と

景
観
の
改
善
の
た
め
、
不
法
投
棄
対

策
事
業
の
一
環
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

や
廃
棄
物
の
撤
去
作
業
を
毎
年
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

　

特
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の

撤
去
作
業
に
つ
い
て
は
協
会
の
各
支

部
が
熊
本
県
お
よ
び
関
係
市
町
村
な

ど
と
連
携
し
て
実
施
し
て
お
り
多
く

の
現
場
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。



４
．
前
述
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族
（
１
年
以

上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に

限
る
） 

【
支
給
内
容
】
額
面
25
万
円
５
年
償
還

の
記
名
国
債 

【
請
求
期
間
】
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で

　

し
か
し
、
撤
去
回
収
さ
れ
た
廃
棄

物
を
確
認
し
ま
す
と
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
家
庭
で
発
生
す
る
廃
棄
物
で
す
。 

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
行
為
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
地
域
の
環

境
を
良
好
な
状
況
で
維
持
し
て
い
く

た
め
一
人
一
人
に
環
境
保
全
の
理
解

と
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　

国
で
は
６
月
を
「
環
境
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を

受
け
る
人
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母

な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

に
支
給
。 

１
．
基
準
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

　
　

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

　
　

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人 

２
．
戦
没
者
な
ど
の
子 

３
．
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
生
計
関
係
な

ど
の
要
件
に
よ
っ
て
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
） 

【
お
問
い
合
わ
せ
・
請
求
窓
口
】

　

町
民
福
祉
課　

福
祉
係 

　

電
話
：
42-

１
２
５
６

町のホットラインを開設しています
電話 42-6111（内線 202 または 220）

各 課 直 通 電 話
総務課

代表 42-6111
FAX  42-2293

企画観光課 42-1257
環境整備課 42-1259

教育振興課
42-1266
42-1267

議会事務局 42-1265
健康・保険課 42-1255
子ども対策課 42-1262

町民福祉課 42-1256
税務課 42-1254
会計室 42-1253
農林課 42-1252

農業委員会 42-1251
保健センタ— 42-1100

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る 

特
別
弔
慰
金
の
ご
案
内

　

こ
の
た
び
、
第
１
８
９
回
国
会
で

成
立
し
た
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
戦
没
者

な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

【
支
給
対
象
者
】

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
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平成 27 年　交通事故の発生状況
(　) 内は対前年比　【５月末現在】

件数
熊 本 県 内

多良木署管内
多 良 木 町 内

死者数
熊 本 県 内

多良木署管内
多 良 木 町 内

傷者数
熊 本 県 内

多良木署管内
多 良 木 町 内

熊 本 県 内
多 良 木 署 管 内
多 良 木 町 内
熊 本 県 内
多 良 木 署 管 内
多 良 木 町 内

熊 本 県 内
多 良 木 署 管 内
多 良 木 町 内

２，６９８ 
１０

１

３０
０
０

３，４５１
１３

１

(– ４８１)
(– ６)
(– ５)

(– ５)
(– １)

( ±０)

(– ６０７)
(– ５)
(– ５)

６月の
納 税

・住民税（普徴）  ：１期
・固定資産税　　：１期
・国民健康保険税：２期　の納入月です

人口のうごき（６月１日）
人　口：１０，２１１人 

男　性：４，７８８人 　女　性：５，４２３人 
出　生　４人　死亡　１９人 
転入　２１人　転出　１６人 

世帯数：３，８４７世帯
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編
集
・
発
行
／
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８
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８
ー
０
５
９
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熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
１
６
４
８　

多
良
木
町
役
場
企
画
観
光
課　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
６
６
（
４
２
）
１
２
５
７　

   

発
行
日
／
平
成
27
年
６
月
11
日

　広報たらぎ 2015.6　　22

　平成２６年度のボランティアポイ
ント登録者は２２０名で、その内
１２２人が、商工会の商品券や図書
カード、えびすの湯入館券と交換さ
れました。
　人の役に立ちたいと始めた活動も
今では自分自身の楽しみ、生きがい
になっていると言われる人が多いボ
ランティア活動。まだ、未登録の皆
さん、特技や趣味をボランティア活
動に生かしてみませんか。
　詳しくはボランティアセンター

（42-1112　社協）へお問い合わせ
ください。

多
良
木
町
地
域
赤
十
字
奉
仕
団

　
（
多
良
木
町
地
域
婦
人
会
）
講
習
会

善
意
の
灯 

　

婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い

る
日
本
赤
十
字
社
地
域
奉
仕
団
で
す
が
、

こ
の
度
、
阿
蘇
市
に
あ
る
日
赤
の
研
修

施
設
「
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
」
で
講
習
会
を

受
講
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
に
出
発
し
、

午
前
・
午
後
と
救
急
法
に
つ
い
て
学
ば

れ
ま
し
た
。
過
去
に
受
講
さ
れ
た
会
員

さ
ん
は
「
繰
り
返
し
受
講
す
る
こ
と
で
、

“
い
ざ
”
と
い
う
時
に
対
応
で
き
る
自

信
が
つ
き
ま
す
。」
と
感
想
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
赤
十
字
奉
仕
団
と
は
・
・
・

　

昭
和
23
年
に
「
日
本
赤
十
字
社
熊
本

県
支
部
地
域
奉
仕
団
」
が
結
成
さ
れ
65

　

町
内
34
カ
所
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
い
き
い
き
サ
ロ
ン

活
動
の
情
報
の
共
有
化
や
活

動
の
活
性
化
を
目
的
に
、
今

年
度
も
い
き
い
き
サ
ロ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
情
報
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

と
し
も
10
地
区
の
代
表
者
か

ら
、
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
、

工
夫
さ
れ
て
い
る
活
動
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
多

良
木
中
学
校
よ
り
、
３
年
生

と
サ
ロ
ン
の
交
流
事
業
に
つ

い
て
協
力
の
お
願
い
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
と
し
で
３
回
目

に
な
り
ま
す
が
、
毎
年
受
け

入
れ
サ
ロ
ン
が
増
え
て
い
ま

す
。
次
に
、
今
年
度
か
ら
多

良
木
町
が
取
り
組
ま
れ
る

『
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
』
に
先
駆
け
て
、
㈱

ミ
タ
カ
の
健
康
運
動
指
導
士

よ
り
地
域
に
お
け
る
介
護
予

防
事
業
の
説
明
が
あ
り
、
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防

す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
元

気
な
と
き
か
ら
の
予
防
の
重

要
性
な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

 　

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
に

と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様

の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
：
受
付
順
）

　

渕　

田　

将　

央（
故　

三
千
子
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
１
区

　

落　

合　

陸　

男（
故　

遠
山
文
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
１
区

　

宮　

﨑　

美　

智（
故　

幸
晴
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
２
区
の
２

　

渡　

邉　

ミ　

ヲ（
故　

渡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
４
区

　

寺　

岡　

早　

苗（
故　

重
美
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
７
区
の
２

　

片　

山　

彬　

史（
故　

勝
己
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
２
区
の
２

　

吉　

永　

定　

夫（
故　

サ
ト
リ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
11
区
の
１

　

畑　

尻　

京　

子（
故　

那
須
ツ
ル
エ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
１
区
の
２

　

河　

野　

喜
代
子（
故　

隼
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
２
区

　

あ
い
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

た
ら
ぎ
の
招
致
で
開
催
さ
れ
た

「
第
２
回
新
緑
の
九
州
名
草

展
」
に
お
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

昨
年
に
続
き
「
葵
野
草
の
会
」

様
よ
り
益
金
の
一
部
と
し
て

２
２
，
０
０
０
円
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

いきいきサロンの情報交換会

ご
寄
付
へ
の
お
礼

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
当

時
よ
り
婦
人
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
災
害

時
の
炊
出
し
や
避
難
所
で
の
支
援
活
動

な
ど
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボランティアポイント
登録者１２２人が
交換されました

　

お
詫
び
と
訂
正

　

５
月
号
で
寄
付
者
の
住
所
を
間
違
え

て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、
多
良
木
５
区
の
１
源
島

眞
一
郎
さ
ま
で
す
。
謹
ん
で
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。




